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事項 
第２回「四日市港カーボンニュートラルポート協議会」の開催について 
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容 

 

 

「四日市港カーボンニュートラルポート協議会」（令和４年８月３日設立）の

第２回協議会を下記の通り開催します。 

 

１．開催概要（予定） 

○日 時 ：令和４年11月15日(火)13:00から２時間程度（開場12:30） 

○会 場 ：四日市港ポートビル２階大会議室（四日市市霞二丁目１－１） 

※対面とweb参加を併用して開催します。 

○委 員 ：別紙のとおり 

○次 第 ：１ あいさつ 

２ 議 事 

（１）スケジュールについて 

（２）第１回協議会での主なご意見と対応について 

（３）アンケート・ヒアリングの結果概要について 

（４）カーボンニュートラルポート形成計画（骨子案）について 

（５）意見交換 

 

２．一般傍聴について 

○12時30分から会場にて受付を行います。 

○先着順で定員10名（報道関係者を含まず）に達し次第締め切ります。 

 ○傍聴に当たっては、係員の誘導・指示に従い、会議の円滑な進行にご協力く

ださい。 

 ○webでの傍聴も可能ですので、ご希望の場合は下記連絡先にご連絡ください。 

 

３．その他 

○協議会は原則公開としますが、委員の自由な議論を担保する観点等から、「議

事（５）意見交換」以降については、非公開とします。 

○新型コロナウイルス感染状況や災害発生等によりやむを得ず中止・延期する

場合がございます。 

○受付の際、検温で体温が37.5度を超える場合は入室をお断りします。また、

入室時は手指の消毒とマスクの着用をお願いします。 

 

 ※カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）とは 

国際物流の結節点・産業拠点となる港湾において、水素・燃料アンモニア等

次世代エネルギーの大量・安定・安価な輸入や貯蔵等を可能とする受入環境の

整備や、脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化、集積する臨海部産業との連携

等を通じて、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにすることを目指すもの。 

 



４．配布先 

 三重県政記者クラブ、第二県政記者クラブ、四日市市政記者クラブ、オーシャ

ン・コマース、ジャパンプレス社、物流ニッポン新聞社、日本海事新聞社、輸

送経済新聞社、マリタイムデーリーニュース社、海事プレス社 

 

連
絡
先 

〒510－0011 四日市市霞二丁目１－１ 

四日市港管理組合 経営企画部 企画課 早川（はやかわ）、位田（いんでん） 

 TEL 059－327－7156  FAX 059－366－7048 

E-mail kikaku@yokkaichi-port.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



別紙 

四日市港カーボンニュートラルポート協議会 委員 

 （敬称略） 

 

学識経験者 

森   隆行   流通科学大学 名誉教授  

鶴田 利恵   四日市大学 総合政策学部 教授 

松本 真由美  東京大学 教養学部環境エネルギー化学特別部門 客員准教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間事業者 

石原産業株式会社 

オーシャンネットワークエクスプレスジャパン株式会社 

霞北埠頭流通センター株式会社 

川崎汽船株式会社 

KH ネオケム株式会社 

コスモ石油株式会社 

株式会社三十三銀行 

株式会社 JERA 

株式会社商船三井 

昭和四日市石油株式会社 

中部コールセンター株式会社 

中部電力株式会社 

東ソー株式会社 

東邦ガス株式会社 

名古屋四日市国際港湾株式会社 

日本郵船株式会社 

株式会社百五銀行 

本田技研工業株式会社 

三菱ケミカル株式会社 

四日市港国際物流センター株式会社 

 

関係団体 

四日市海運貨物取扱業会 

四日市港運協会 

四日市商工会議所 

 

 

 

関係行政機関 

中部地方整備局 四日市港湾事務所 

中部運輸局 三重運輸支局 

三重県 戦略企画部 

三重県 環境生活部 

三重県 雇用経済部 

四日市市 政策推進部 

四日市市 商工農水部 

四日市市 環境部  
四日市港管理組合（事務局） 

 


